
Ⅴ．教育職員免許状の取得について
所定の単位を修得し、本学を卒業すれば次の教育職員免許状を取得することができます。

※ 教員免許状の取得を目指す者は、事前に必ず学務課に相談すること。

また、前学期に実施される教員免許状の取得に関するガイダンスに必ず出席すること。

①

②

③

④

⑤

教職関係科目の種類および単位数
  　

現代教師論 Study of Modern Teacher 塩屋葉子 2 集中授業

教育原論 Principle of Education 塩屋葉子 2
学芸員科目「教育学概論」と同科
目
集中講義

日本教育史 History of Education　in Japan (冨岡　勝) 2 集中授業

教育心理学 Educational Psychology (藤岡秀樹) 2

教育社会学 Educational Sociology 塩屋葉子 2 集中授業

教育課程論 Study of Curriculum 塩屋葉子 2 集中授業

数学教育法ⅠA
Teaching Method of
Mathematics ⅠA

大倉弘之 2

数学教育法ⅠB
Teaching Method of
Mathematics ⅠB

岩塚　明 2

数学教育法Ⅱ
Teaching Method of
Mathematics Ⅱ

某 4 当分の間、開講しない

理科教育法Ⅰ
Teaching Method of
Natural Science Ⅰ

内村　浩 4 応用生物学課程のみ２年次での履修を認める。

理科教育法Ⅱ
Teaching Method of
Natural Science Ⅱ

某 4 当分の間、開講しない

情報教育法Ⅰ
Teaching Method of
Information Science Ⅰ

辻野嘉宏・岡　夏樹・渋谷　雄・
平田博章 2

情報教育法Ⅱ
Teaching Method of
Information Science Ⅱ

辻野嘉宏・岡　夏樹・渋谷　雄・
平田博章 2

工業教育法
Teaching Method of
Industrial Education

(某) 4 当分の間、開講しない

道徳教育研究 Study of Moral Education (佐藤幸治) 2

特別活動論
Study of Extra-
Curricular Activities

(某) 2 集中授業

教育方法論
Study of Teaching and
Learning

(相澤伸幸) 2 集中授業

視聴覚教育概説
Outline of Audio-Visual
Education

(渡部晃正) 2 集中授業

生徒指導 Student Guidance (上野淳子) 2 集中授業

教育相談論 Educational Counseling (花田里欧子) 2 集中授業

教職実践演習(中・高) Seminar on Educational Practice 塩屋葉子・(水山光春) 2 集中授業

教育実習Ⅰ Teaching Practice Ⅰ 塩屋葉子 4

中学校教諭１種免許状取得の場合はこ
ちらを履修。
５月から９月までの３週間以上（学
外）（１０月の実習の場合もある）

教育実習Ⅱ Teaching Practice Ⅱ 塩屋葉子 2
５月から９月までの２週間（学外）
（１０月の実習の場合もある）

教育実習Ⅲ Teaching Practice Ⅲ 塩屋葉子 1 集中授業

職業指導Ⅰ Vocational Guidance Ⅰ (山本壽夫) 2 工業の免許状を受けようとする者は必修

職業指導Ⅱ Vocational Guidance Ⅱ (山本壽夫) 2 工業の免許状を受けようとする者は必修
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「教育実習」は、原則として卒業予定年次に受講（実施）することになるが、その受講手続は前年度の５～６月頃から始まり、同時にガイダンスも実施さ
れる。
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高分子機能工学課程
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機械システム工学課程
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「教職関係科目」は下に掲げる表のとおりであるが、これらの科目は、教育職員免許状を得ようとする者のために開設される授業科目で、修得した単位は
卒業要件単位に含めることができない。

受けようとする免許状ごとに、所定の「教職に関する科目」【別表１】 及び 「教科に関する科目」【別表２－①～⑫】の単位を修得しなければならない。

課　　　程

これらのガイダンスに欠席した者や、受講手続きを適正に行わなかった者については、「教育実習」を認めない。

教職に関する連絡事項は、全て掲示により行なうので、特に注意すること。
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